
熱中症の発症の機序と症状  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

課   題 ｋｅｓサポート 

温熱環境の調査 作業環境測定 

衛生診断、リスクアセスメント 
作業環境測定結果等に基づく衛生診断、リスクアセ

スメントの実施 

衛生意識の向上 労働衛生教育 
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熱中症は、高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分（ナトリウムなど）

のバランスが崩れたり、循環調節や体温調節などの体内の重要な調節機能が破綻

するなどして発症する障害の総称です。 

下記に、熱中症の発症の機序と症状（重症度）を図示しました。 

  

環境･健康 

  

                    

                    
 

           

                          
 

 

    

                           
 

        

                        
 

   
 

 

 

          

               
   

 

 
 

暑熱ばく露・労働や運動 

体温上昇 

皮膚に血液を集め放熱 

皮膚血管拡張反応 

 

汗の蒸発により放熱 

発汗反応 

 

脳への血液が不足 体温上昇防止 水分・塩分不足 

熱失神 

めまい・立ちくらみ、失神 

重症度〔Ⅰ度 〕 

熱けいれん 

こむら返り、手足のしびれ 

重症度〔Ⅰ度 〕 

熱疲労 

頭痛・吐き気・嘔吐 

倦怠感・虚脱感 

重症度〔Ⅱ〕 

 

 

 

 

 

塩分不足 

 

体温上昇 

熱射病 

意識障害・けいれん・手足の運動障害、肝・腎機能障害等 

重症度〔Ⅲ度 〕 
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